
厳しい経営環境が続いています。民商は業者の実

態を把握するべく、愛知県全体で「コロナ禍・価格

高騰の影響＆インボイス制度に関するアンケート」

を行います。今週の商工新聞にアンケート用紙が折

り込まれているので、ご記入ください。

Ａ４用紙の片面で基

本的にチェック式なの

で、さほどお手間は取

らせません。集計結果

は今後、民商が国・自

治体に要望を上げ、交

渉していくうえでの根

拠に加えさせていただ

きます。

大企業とは対照的に

小規模な業者が、個々

で税制を学び主張する

のは時間的にも困難で

す。だからこそ私たち

は声を集め、

連帯しなくて

はなりません。

より多くの

回答が集まる

ほど、中小業者の生の声としての重

みが増し、行政との交渉の場でも影

響力が増していきます。私たちの営

業と生活の権利を守るために、アン

ケートへの回答にご協力をお願いし

ます。コロナ禍での営業、価格高騰

の影響、消費税とインボイス制度の

認知や対応などについて、地場の業

者の生の声を聞かせてください。

第一次の集約日は８月２９日（月）、二次集約日

は９月９日（金）です。記入済みの用紙は、もより

の役員さんか事務局員、民商事務所にお渡しくださ

い。ＦＡＸでも構いません。
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ニュース

業者アンケートにご協力ください！

インボイス(適格請求書)制度、来年１０月の実施は中止を！

８月１１日(木)から８月１６日(火)の間、民商事務所を閉めさせていただきます。

来週の商工新聞は休刊します。

インボイス（適格請求書）とは

インボイス制度においては適格請求書とも呼ばれ、

その取引にいくらの消費税が含まれており、インボ

イスを発行した業者がその額を税務署に納付する、

その証拠として扱われるものです。

実際の運用では領収書と一体化し、消費税の額の

他に、業者確認のインボイス番号を記載します。

インボイスによって業者が負うデメリット

消費税の本則課税業者が受け取った領収書にイン

ボイス番号がないと、その取引分は納める消費税か

ら仕入税額として控除できず、

損をしてしまいます。（所得税

計算では経費にできます。）

あなたが消費税の本則課税業

者の場合は、仕入れ・外注など

の取引先からインボイス番号を

受け取れないと、来年１０月以

降の分の消費税の申告納税額が大きくなります。

小規模･フリーランスにとっては死活問題！

来年１０月からこの制度が実施されれば、年の売

上が１千万円以下の免税業者（フリーランスをふく

む）が業者間の商取引から排除されるおそれがあり

ます。個人と法人合わせて推定５００万から８００

万者が、①消費税を申告納付するか、②業者間取引

からの排除を受け入れるか、③廃業するかの選択を

迫られます。

登録期間は来年３月末まで！ 運動して実施中止を！

制度自体が不公平な消費税を、払う余裕の無い層

に払えと強制するインボイス制度は許せません。

民商は、総理･財務両大臣に宛てた「消費税減税と

インボイス制度の実施中止を」ハガキを用意してい

ます。名前だけ記入も一言欄の記入も出来ます。

反対の声を集めて、来年１０月のインボイス制度

実施を中止させましょう。

コロナ禍･価格高騰の影響･インボイス制度に関する


